
史

料

紹

介

三
井
江
戸
両
替
店
「
家
督
控
」

「
家
督
控
」
は
、
宝
暦
期
三
井
江
戸
両
替
店
の
貸
付
業
務
に
関
係
す

る
内
用
の
帳
面
で
あ
っ
て
、
江
戸
両
替
店
の
貸
付
先
と
担
保
物
件
た
る

家
屋
敷
や
貸
付
金
高
を
書
き
抜
い
た
も
の
で
あ
る
。
家
督
と１

）
い
う
と
、

一
族
、
一
家
の
長
や
跡
取
り
を
指
し
た
り
、
財
産
を
含
め
、
家
に
関
わ

る
す
べ
て
の
相
続
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
家
督

控
」
で
は
、
単
に
所
有
不
動
産
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
貸
付

先
の
住
所
氏
名
、
職
業
、
所
持
屋
敷
と
踏
値
段
や

券
金
高
、
貸
付
金

額
な
ど
の
他
に
、
相
手
の
簡
単
な
身
上
調
査
も
付
さ
れ
て
い
て
、
三
井

江
戸
両
替
店
と
金
融
取
引
の
あ
っ
た
人
々
が
、
ど
こ
の
ど
う
い
う
人
物

で
あ
っ
た
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

形
態
は
半
横
で
、
縦
一
五
・
七
㎝
、
横
二
二
㎝
、
厚
さ
〇
・

㎝
、

う
ち
墨
付
二
五
丁
、
白
紙
一
二
丁
で
あ
る
。

「
家
督
控
」
の
内
容
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
「
覚
」、

第
二
部
は
「
御
貸
附
」、
第
三
部
は
「
家
質
」
の
見
出
し
が
あ
る
。

「
覚
」
に
は
二
六
件
（
二
六
人
）、「
御
貸
附
」
は
二
一
件
（
一
三
人
）、

「
家
質
」
は
二
九
件
（
一
五
人
）
の
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

作
成
年
代
は
、
第
二
部
、
第
三
部
の
「
御
貸
付
」
と
「
家
質
」
は

「
宝
暦
十
辰

年
三
月
当
時
取
組
左
之
通
」
と
口
書
に
あ
り
、
そ
の
内
容

が
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
こ
の
二
つ
が
こ
の
帳
面
の
主
要
部
分
で
あ
る
の
か
、「
覚
」
と

ど
う
つ
な
が
る
の
か
は
よ
く
判
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
「
覚
」
の
記
載

内
容
は
貸
付
先
の
身
上
調
査
で
は
あ
る
が
、
右
の
二
つ
と
は
明
ら
か
に

書
き
方
が
異
な
っ
て
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
宝
暦
一
〇
年
よ
り
も
ず

っ
と
以
前
の
も
の
を
、
こ
こ
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
か
ら

で
あ
る
。

宝
暦
期
の
江
戸
両
替
店
の
貸
付
に
は
、
家
質
貸
、
米
質
貸
、
准
后
様

貸
付
の
三
種
が
あ
り
、
決
算
報
告
書
で
あ
る
「
勘
定
目
録
」
の
資
産
項

目
で
あ
る
貸
方
勘
定
の
中
に
記
載
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
家
督
控
」
に

は
米
質
貸
の
記
載
は
な
い
。「
御
貸
附
」、「
家
質
」
は
「
勘
定
目
録
」

の
貸
方
の
中
の
、
家
屋
敷
を
担
保
と
し
た
貸
付
に
関
わ
る
も
の
と
推
測
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で
き
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
宝
暦
一
〇
年
の
「
勘
定
目
録
」
は
無
い
。

江
戸
両
替
店
の
「
勘
定
目
録
」
は
、
残
存
す
る
の
は
文
政
元
年
（
一

一

）
以
降
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
分
は
「
勘
定
目
録
」
を
保
管

す
る
京
都
の
大
元
方
が
、
そ
の
方
針
に
よ
っ
て
廃
棄
処
分
し
て
お
り
、

ま
た
京
両
替
店
の
決
算
控
帳
簿
「
江
戸
店
目
録
留
」
で
も
天
明
六
年

（
一
七

五
）
ま
で
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し

都
合
の
良
い
こ
と
に
、
大
元
方
の
書
状
控
の
紙
背
文
書
か
ら
、
宝
暦
六

年
秋
か
ら
明
和
六
年
春
に
か
け
て
復
原
さ
れ
た
も
の
が
一
〇
期
分
あ
る
。

田
中
康
雄
「
三
井
江
戸
両
替
店
史
料
補
遺
｜
｜
紙
背
文
書
に
よ
る
『
勘

定
目
録
』
の
復
原
｜
｜
」（

『
三
井
文
庫
論
叢
』
第

号
所
収
一
九
七
四

年）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
そ
れ
を
利
用
し
て
『
三
井
事
業
史
』
本

篇
第
一
巻
の
第
二
節
に
宝
暦
・
明
和
期
の
江
戸
両
替
店
の
経
営
に
つ
い

て
触
れ
て
あ
る
。
そ
れ
ら
を
参
考
と
し
な
が
ら
「
家
督
控
」
に
つ
い
て

若
干
の
説
明
を
加
え
て
い
き
た
い
。
記
載
さ
れ
て
い
る
貸
付
先
の
職
業

と
名
前
を
そ
れ
ぞ
れ
一
覧
表
に
し
た
。

三
井
両
替
店
で
は
貸
付
金
の
申
込
み
が
あ
る
と
、
依
頼
主
に
返
済
能

力
が
あ
る
か
ど
う
か
の
下
調
査
を
行
な２

）
う
。「
覚
」
は
そ
れ
に
近
い
。

調
査
の
対
象
者
は
す
な
わ
ち
借
金
の
依
頼
主
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に

そ
の
調
査
報
告
が
「
御
貸
付
」「
家
質
」
の
中
に
ど
の
位
反
映
さ
れ
た

か
と
い
う
と
、「
覚
」
二
六
人
の
中
か
ら
は
三
人
し
か
見
出
せ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
ら
三
人
の
み
が
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
た
、
と
い
う
訳
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
宝
暦
六
年
秋
の
「
勘
定
目
録
」
に

は
、
す
で
に
そ
の
三
人
の
名
が
貸
し
方
項
目
の
中
に
あ
っ
て
、
以
後
も

継
続
性
が
み
ら
れ
、
宝
暦
一
〇
年
に
新
規
に
調
査
し
た
と
も
思
わ
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。「
覚
」
は
何
時
頃
の
も
の
な
の
か
、
何
故
宝
暦
一
〇

年
の
貸
付
と
一
緒
に
さ
れ
て
い
る
か
は
よ
く
判
ら
な
い
し
、
貸
付
の
種

類
や
、
実
際
に
取
組
み
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
は
、
一
件
の
例
外
を

除
い
て
判
ら
な
い
。
そ
の
例
外
と
は
16
の
さ
ら
し
蝋
商
売
駿
河
屋
源
七

で
、「
当
時
素・
か・
し・

五
百
）

佐
舟
両
用
立
置
候
」
と
結
果
が
書
か
れ
て
い
る
。

駿
河
屋
源
七
に
は
担
保
の
所
持
屋
敷
も
な
く
、
主
筋
で
あ
る
12
の
駿
河

屋
喜
平
次
（
京
都
池
田
屋
長
兵
衛
出
店
）
と
い
う
バ
ッ
ク
と
個
人
的
な

信
用
の
み
で
大
金
が
貸
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、「
覚
」
そ
の

も
の
が
「
家
質
」「
御
貸
附
」
と
は
直
結
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
都
度
の
新
規
の
借
主
の
調
査
報
告
を
サ
ン
プ
ル
的
に
書
き
上
げ
た

も
の
か
も
知
れ
な
い
。

取
組
の
さ
い
の
判
断
材
料
の
一
つ
と
な
る
相
手
の
商
売
の
状
況
を
み

る
と
、
大
半
は
商
い
を
「
手
広
く
」
で
あ
る
と
か
「
繁
昌
ニ
相
見
得
」

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
四
人
、「
格
別
身

上
宜
敷
仁
ニ
而
も
無
之
」
が
二
人
い
る
。

以
下
個
々
に
気
づ
い
た
点

を
書
き
出
し
て
み
よ
う
。

第
Ⅰ
表
の
中
で
「
家
質
」「
御
貸
附
」
に
も
出
て
く
る
三
人
と
は
、

６
の
内
田
又
三
郎
、
10
の
村
田
次
兵
衛
、
22
の
蔵
田
七
郎
右
衛
門
で
あ

る
。米

問
屋
の
内
田
又
三
郎
は
、「
覚
」
の
調
査
段
階
で
は
居
宅
の
他
に
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三井江戸両替店「家督控」

第Ⅰ表 「覚」の身上調査先

職 業 氏 名 商売の状況 適 要
宝暦６年

勘定目録

１ 蝋問屋 雑石商
（ママ）

売 小嶋 郎兵衛 手広ク商内致

２ 蝋問屋、米、干鰯商売 関口庄右衛門 手広ク取引

３ 屋根屋棟 屋根屋鉄五郎 身上宜相見得

４ 米、雑石問屋 伊勢屋六右衛門 手広ク相見得

５ 米商売、津軽様蔵本 兵庫屋吉郎兵衛 手広ク相見得

６ 米問屋 内田又三郎 丈夫

身上向慥ニ相見得
Ⅱ－２

准后

米質

７ 油干鰯商売 浜名屋多右衛門 手広ク致

８ 木商売 天満屋助右衛門 手広ク致

９ 酒問屋 道明作兵衛 ――

10 塩肴問屋 村田次兵衛 江戸一番之問屋随分

手広ク商内いたし

Ⅱ－８ 准后

11 米商売 伊勢屋吉左衛門 近年手広ク商内仕丈

夫ニ相見得

12 さらし蝋小間もの商売
（京都池田屋長兵衛出店）

駿河屋喜平次 手広クいたし江戸で

一、二番

13 両替見世、紙商売 竹原文右衛門 ――

14 米、雑石 伊勢屋権兵衛 繁昌ニ相見得

15 薬種 日野屋長左衛門 手広ク商内致至極丈

夫ニ相見得

16 さらし蝋 駿河屋源七 手広ク商内致勝手宜

敷相見得

17 米店、南部蔵元

（那波九郎右衛
（ママ）

門出店）

綿屋作兵衛 悪敷様子も相見得不

申

18 少々御用達 吉田勘右衛門 格別身上宜敷仁ニ而

も無之

19 無商売 磯田伊兵衛 身上向宜相見得

20 （米商売カ） 兵庫屋弥兵衛 丈夫相見得

21 米商売 伊勢屋三郎兵衛 身上向宜相見得

22 無商売、細川様出入 蔵田七郎右衛門 ―― Ⅲ－１
准后

家質

23 味 醬油之類問屋 油屋四郎兵衛 手広相見得

24 無商売 中屋伊助 ――

25 旗本衆仕送り 狩谷藤次 格別宜身上ニ而も無

之

26 酒質商売、御屋敷仕送 藤白屋吉左衛門 身上丈夫成仁
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ど
の
位
抱
屋
敷
が
あ
る
か
判
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
宝
暦
一
〇
年
の

「
御
貸
附
」
段
階
に
な
る
と
居
宅
を
含
め
、
四
軒
の
家
屋
敷
を
担
保
に

し
て
お
り
、
別
に
も
一
軒
所
持
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
様
に
情
報
が
増

え
て
い
る
。

塩
肴
問
屋
の
村
田
次
兵
衛
は
住
所
が
「
覚
」
で
は
本
町
壱
丁
目
、

「
御
貸
附
」
で
は
本
町
三
丁
目
と
違
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
が
、
ど

ち
ら
か
の
書
き
間
違
か
、
あ
る
い
は
時
の
経
過
で
移
転
し
た
も
の
か
ど

う
か
は
確
認
で
き
な
い
。

蔵
田
七
郎
右
衛
門
は
「
無
商
売
」
と
あ
る
が
、『
両
替
年
代
記
』（
原

篇
）
に
よ
れ
ば
、
享
保
三
年
の
御
為
替
十
人
組
の
一
人
で
あ
り
、
同
書

中

古
来
ゟ
本
両
替
屋
名
前
略
記

の
部
で
「
享
保
十
年
除
」
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
蔵
田
七
郎
右
衛
門
が
無
職
と
な
る
の
は
そ
れ
以

降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
一
年
か
ら
十

年
の
間
に
書
か
れ
た
と

さ
れ
る
三
井
高
房
著
「
町
人
考
見
録
」
の
跋
文
に
、
身
上
の
潰
れ
た
江

戸
の
有
名
町
人
の
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
蔵
田
の
姓
も
あ

る
。「
覚
」
の
中
で
は
、
蔵
田
七
郎
右
衛
門
は
無
商
売
だ
が
細
川
家
に

出
入
し
、
扶
持
も
得
て
い
る
よ
う
だ
が
、
と
書
き
出
し
た
抱
屋
敷
は
、

西
岸
町
一
軒
、
佐
内
町
の
二
軒
と
計
三
軒
で
、「
委
細
者
相
知
レ
不
申
」

と
な
っ
て
い
る
が
、「
家
質
」
の
部
で
は
、
三
井
に
入
れ
た
佐
内
町
の

一
軒
を
残
し
、
細
川
家
の
た
め
家
質
に
入
れ
て
「
当
時
不
廻
り
」
と
判

定
し
て
い
る
。

13
の
竹
原
文
右
衛
門
は
『
両
替
年
代
記
』
の
享
保
四
年

仲
間
用

の
項
の
脇
両
替
仲
間
中
に
、
神
田
組
の
内
に
そ
の
名
が
初
見
さ
れ
る
と

あ
り
、
本
両
替
仲
間
に
加
入
し
た
の
は
文
化
五
年
（
一

〇

）
一
二

月
で
あ
る
。「
覚
」
で
は
室
町
三
丁
目
西
側
角
に
紙
見
世
と
両
替
見
世

を
構
え
て
い
た
こ
と
や
、
駿
河
町
北
側
の
三
井
江
戸
両
替
店
の
隣
に
も

屋
敷
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
駿
河
町
北
側
の
屋
敷
は

文
化
四
年
の

江
戸
抱
屋
敷
絵
図

『
三
井
文
庫
論
叢
』
第

号
口
絵

参
照
）
で
は
「
槌
屋
元
松
殿
地
面
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

又
、
表
の
15
薬
種
商
売
日
野
屋
長
左
衛
門
は
、『
東
京
薬
種
貿
易
商
同

業
組
合
沿
革
史
』
に
よ
る
と
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月
に
日
野

屋
長
左
衛
門
が
別
家
の
治
右
衛
門
に
名
題
株
一
式
を
譲
り
、
譲
ら
れ
た

治
右
衛
門
は
重
右
衛
門
と
改
名
し
た
、
と
あ
っ
て
、
以
後
日
野
屋
長
左

衛
門
と
い
う
名
は
無
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
野
屋
の
調
査
は
宝
暦

三
年
五
月
よ
り
以
前
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

17
の
綿
屋
作
兵
衛
は
京
都
有
徳
の
町
人
那
波
九
郎
左
衛
門
の
江
戸
出

店
で
あ
り
、
駿
河
町
に
両
替
店
を
構
え
て
い
た
。「
覚
」
で
は
「
近
年

伊
勢
丁
米
店
出
し
」
と
あ
っ
て
、
両
替
店
と
同
様
米
店
も
綿
屋
作
兵
衛

が
江
戸
で
の
名
義
人
と
な
っ
て
経
営
を
し
て
い
た
。
伊
勢
丁
に
米
店
を

出
し
た
年
が
不
明３

）
で
あ
る
が
、
本
文
史
料
に
あ
る
那
波
屋
の
両
替
店
の

所
在
地
、
駿
河
町
北
側
の
地
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
五
月
に
三
井

（
元
之
助
名
義
）
の
も
の
と
な
っ
て
い
る４

）
の
で
、
こ
の
情
報
は
そ
れ
以

前
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
出
の
文
化
四
年
の
絵
図
の
駿
河

町
横
町
北
側
角
か
ら
二
軒
目
の
地
面
で
あ
る
。

券
高
は
一
四
二
〇
両
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に
対
し
、「
覚
」
の
踏
値
段
は
一
二
〇
〇
両
と
な
っ
て
い
る
。
那
波
九

郎
左
衛
門
は
「
奥
州
諸
侯
及
び
江
戸
在
勤
中
の
諸
家
へ
の
大
名
貸
を
主

と
し
た
利
貸
」
を
本
業
と
し
た
が
、
享
保
五
年
か
ら
南
部
盛
岡
藩
へ
の

貸
付
を
始
め
て
、
蔵
元
と
な
っ
て
数
年
後
に
焦
付
き
、
自
己
資
金
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
銀
主
か
ら
も
出
資
を
募
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
出
資
者

に
返
済
で
き
な
く
な
っ
て
、
没
落
し
て
い
っ
た５

）
。
出
店
の
名
前
人
綿
屋

作
兵
衛
の
名
は
『
両
替
年
代
記
』
の

古
来
ゟ
本
両
替
屋
仲
間
略
記

中
に
「
元
禄
三
年
後
加
入
、
元
文
元
年
除

綿
屋
作
兵
衛
」、
同
書

仲
間
用

に
も
元
文
元
年
に
「
身
上
差
支
ニ
付
休
店
之
旨
被
申
出
候
」

と
出
て
い
る
。「
覚
」
の
調
査
段
階
で
は
「
悪
敷
様
子
ニ
も
相
見
得
不

申
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
那
波
へ
の
若
干
の
警
戒
感
が
窺
わ
れ
る
。

因
み
に
、
南
部
藩
へ
の
貸
付
を
始
め
た
享
保
五
、
六
年
以
降
の
那
波

屋
九
郎
左
衛
門
と
は
、
初
代
素
順
か
ら
数
え
て
五
代
目
に
当
り
、

抜

三
井
家
、
す
な
わ
ち
三
井
高
利
の
長
兄
三
郎
左
衛
門
俊
次
家
の
四
代
目

で
あ
っ
た
昌
𤋮
が
、
弟
昌
敷
に
家
督
を
譲
っ
て
、
母
方
の
実
家
で
あ
る

那
波
家
を
襲
い
だ
も
の
で
、「
町
人
考
見
録
」
に
記
さ
れ
た
当
事
者
で

あ
る
。
宝
暦
一
一
年
に
没
し
て
い
る
。

以
上
の
個
々
の
ケ
ー
ス
を
見
た
限
り
で
は
、「
覚
」
が
宝
暦
一
〇
年

の
新
規
貸
付
の
調
査
で
あ
る
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
調
査
自
体
が
あ
る

年
次
に
限
っ
た
も
の
と
も
断
言
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
部
の
「
御
貸
附
」
と
い
う
の
は
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に

第Ⅱ表―⑴ 「御貸附」の貸付先

勘 定 目 録
職 業 氏 名 適 要

宝暦６ 宝暦８ 利 率

１ 御屋敷方調達、仙台蔵元 海保半兵衛 Ⅲ－３ 月１分

２ 米問屋 内田又三郎 Ⅰ－６ 月１分

３ 質古着 日野屋新平

４ 銭酒醬油 辻久次郎 月１分

５ 質銭酒 岸村源兵衛 月１分

６ 魚屋 和泉屋甚左衛門 月1.25分

７ たはこ問屋 乾久兵衛 (11・12月)年１割
(正月)年９分

８ ほしか問屋 村田治兵衛 Ⅰ－10 月１分

９ 米商売 河内屋作兵衛 月１分

10 酒問屋 池安右衛門 年１割

11 米商売 高橋孫左衛門 月１分

12 無商売、金貸 相模屋善四郎

13 酒問屋 池久兵衛 月１分
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始
ま
っ
た
「
上
野
宮
御
門
主
准
后
様
」、

略
し
て
准
后
様
と
か
上
野
御
貸
付
と
呼
ば

れ
る
名
目
貸
で
あ
る
。
こ
れ
は
江
戸
両
替

店
が
寛
永
寺
か
ら
の
預
り
金
を
基
金
と
し

て
一
般
へ
貸
し
付
け
る
も
の
で
、
は
じ
め

は
金
二
五
〇
〇
両
を
年
七
分
の
利
子
で
貸

し
下
げ
て
貰
っ
た
が
、
宝
暦
元
年
（
一
七

五
一
）
に
は
金
三
〇
〇
〇
両
と
な
り
利
子

も
年
一
割
と
決
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
実
際

に
は
宝
暦
六
年６

）
で
は
四
万
五
〇
〇
両
、
同

一
〇
年
で
も
二
万
二
九

〇
両
を
月
一
分

の
利
子
で
貸
し
付
け
て
い
る
。

「
御
貸
附
」
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
第

Ⅱ
表
の
一
三
人
で
あ
る
。
宝
暦
六
年
（
一

七
五

）
秋
の
「
勘
定
目
録
」
の
貸
方
勘

定
の
「
准
后
様
貸
附
」
と

べ
て
み
る
と
、

一
三
人
中
九
人
が
、
同

年
秋
の
「
勘
定

目
録
」
で
は
一
一
人
が
重
な
っ
て
い
る
。

「
家
督
控
」
の
中
の
「
御
貸
附
」
に
は

券
金
高
と
貸
金
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

利
率
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
宝
暦

年

の
「
勘
定
目
録
」
か
ら
重
な
る
人
物
の
貸

第Ⅱ表―⑵ 券高に対する御貸付金の比率

名 前 担保物件 券高 貸付金 比 率

両 両 ％

１ 海保半兵衛 北鞘町南側 古 800 2,000 250.0

本舟町横町西角 5,350 4,000 74.8

小網町１丁目
〃 東角

1,000
1,180

2,800 128.0

大鋸町西木戸
本材木町
堀留町弐丁目

古 620
1,000

古 450
2,000 96.6

２ 内田又三郎 本船町
瀬戸物町北側
深川佐賀町
深川清住町代地

1,700
1,600
1,200
700

1,200
1,000
650
400

70.6
62.5
54.2
57.1

３ 日野屋新平 馬喰町三丁目南側 600 400 66.7

４ 辻久次郎 神田、黒門町西側
鎌倉横町北側

150
古 170

130
150

86.7
88.2

５ 岸村源兵衛 上 町河岸 150 150 100.0

６ 和泉屋甚左衛門 本 丁堀弐丁目角 490 200 40.8

７ 乾久兵衛 堀留町弐丁目北側 900 850 94.4

８ 村田治兵衛 本小田原町壱丁目 1,700 2,000 117.6

９ 河内屋作兵衛 桜田鍛冶町御堀通 古 350 250 71.4

10 池安右衛門 霊岸島銀町弐町目
呉服町壱丁目南側

2,050
650

1,100 40.7

11 高橋孫左衛門 湯島壱丁目西側
同所続

185
185

300 81.1

12 相模屋善四郎 神田松下町立跡新革屋町
代地

古 350 400 114.3

13 池久兵衛 通四丁目西側 1,600 1,000 62.5

呉服町弐丁目
南鍛冶町壱丁目
京橋柳町南側
霊岸島町

850
600
230
864

2,000 78.6
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付
利
率
を
書
き
出
し
た
。

名
目
貸
は
公
金
的
性
格
を
持
ち
、
幕
府
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
貸
付
の
返
済
が
滞
る
よ
う
な
場
合
、
両
替
店
に
と
っ

て
は
他
の
債
務
者
よ
り
優
先
的
に
訴
訟
に
よ
る
取
立
て
が
で
き
る
の
で
、

有
利
な
貸
付７

）
で
あ
っ
た
。
審
査
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
貸
出
す
相
手
は
身

元
も
担
保
物
件
も
確
か
な
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
で
は
担
保

物
件
の
家
屋
敷
に
対
し
、
貸
付
額
は
ど
の
位
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
第

Ⅱ
表
｜
⑵
に

券
高
に
対
す
る
貸
付
率
を
示
し
た
。

券
高
に
「
古
」
と
付
い
て
い
る
の
は
幕
府
に
よ
る
家
屋
敷
の
評
価
見

直
し
が
行
わ
れ
る
以
前
の
証
文
で
あ
ろ
う
。

１
の
海
保
半
兵
衛
、
８
の
村
田
治
兵
衛
、
12
の
相
模
屋
善
四
郎
が
、

券
金
高
を
上
回
る
物
件
を
持
ち
、
５
の
岸
村
源
兵
衛
は
一
〇
〇
％
、

低
い
方
は
６
の
和
泉
屋
甚
左
衛
門
と
、
10
の

池
安
右
衛
門
の
四
〇
％

台
で
あ
る
が
、
人
物
に
で
は
な
く
、
物
件
に
よ
っ
て
か
な
り
の
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貸
付
利
子
は
第
Ⅱ
表
｜
⑴
を
み
る
と
、
ほ

と
ん
ど
が
月
一
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
和
泉
屋
甚
左
衛
門
の
場
合
、
月

一
・
二
五
分
で
、
高
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
７
の
た
ば
こ
問
屋

乾
久
兵
衛
の
様
に
月
を
限
っ
て
低
い
も
の
も
あ
る
。
酒
問
屋
の

池
安

右
衛
門
の
場
合
に
は
、
宝
暦

年
秋
の
「
勘
定
目
録
」（
六
年
は
不
在
）

に
よ
る
と
一
五
〇
〇
両
を
年
一
割
と
低
め
で
貸
し
て
い
る
。
そ
の
さ
い

名
前
に
唯
一
「
殿
」
が
付
い
て
い
て
、
特
別
な
人
物
扱
い８

）
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の

池
安
右
衛
門
は
、
宝
暦
七
年
（
一

五
七
）
一
一
月
に
三

第Ⅲ表 「家質」の貸付先

職 業 名 前 適 要
宝暦６年
勘定目録

利 率

１ 細川出入調達 蔵田七郎右衛門 第Ⅰ表－22 年６分

２ 医者 熊野元益 年８分

３ (御屋敷方調達、仙台蔵元) 海保半兵衛 第Ⅱ表－２ 年６分

４ 材木屋 中村三右衛門 年5.5分

５ 米屋 伊勢屋長七 年5.5分

６ 無商売 伊勢屋万助 年5.5分

７ (海保半兵衛子息) 海保孫市

８ 蕎麦切屋 福山三之助 △ 年6.5分

９ (太田検校子息) 横田六之進 △ 年６分

10 無商売 (後家)松本しつ △ 年６分

11 せり呉服商売 菱屋九兵衛

12 酒醬油、質 山形屋清兵衛

13 諸色貸物 中村屋新兵衛

14 堺町名主 大塚治郎兵衛

15 無商売 富田善三郎 年6.5分

注) △は代替り、夫の死亡などによる名義変更と思われる。
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井
五
連
家
の
一
つ
、
松
坂
南
家
第
二
代
高
邁
の
二
男
正
蔵
が
、
先
代
安

右
衛
門
の
死
後
養
子
と
し
て
相
続
し
た
も
の
で
、
入
家
の
さ
い
は
「
家

督
も
丈
夫
ニ
相
見
得
候
」
と
は
い
い
つ
つ
も
、「
行
末
工
面
次
第
外
商

売
相
企
可
申
も
難
計
」、
と
万
一
先
方
の
不
得
心
が
あ
れ
ば
正
蔵
を
取

り
戻
す
よ
う
と
条
件
を
つ
け
て
い
る
。
明
和
元
年
春
ま
で
は
取
引
が
確

認
で
き
る
が
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
は
不
心
得
が
現
実
の
も
の

と
な
り
、
翌
四
年
離
縁
し
て
い
る
。

家
質
貸
は
、
京
両
替
店
の
記
録
「
永
要
録
」
の
寛
延
二
年
（
一
七
四

九
）
一
〇
月
に
、「
江
戸
之
儀
ハ
家
質
第
一
之
場
所
ニ
御
座
候
処
、
近

年
家
質
時
行
歩
下
ケ
仕
、
漸
年
サ
カ
歩

五
六
）

な
ら
て
ハ
相
手
無
御
座
候
」、

と
あ
っ
て
、
江
戸
両
替
店
が
家
質
貸
を
主
力
の
貸
付
と
し
て
い
る
こ
と
、

家
質
の
利
子
を
下
げ
な
い
と
借
り
手
が
い
な
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。
第
Ⅲ
表
に
掲
げ
た
「
家
質
」
の
貸
付
先
一
五
人
に
は
、
宝
暦
六

年
の
一
〇
人
が
重
な
っ
て
い
る
（
う
ち
三
人
は
名
義
変
更
と
思
わ
れ

る
）。
そ
の
年
率
は
五
・
五
分
か
ら

分
と
な
っ
て
い
る
。
利
子
も
相

対
で
決
ま
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
の
医
者
の
熊
野
元
益
の
場
合
、
年

分
で
あ
っ
た
の
が
、
明
和
元

年
春
に
は
年
六
分
五
厘
に
変
更
さ
れ
た
。

「
家
質
」
と
「
御
貸
附
」
両
方
か
ら
借
り
て
い
る
の
が
海
保
半
兵
衛

で
あ
る
。
海
保
半
兵
衛
は
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
秋
の
貸
付
金
合
計

が
三
万
六
〇
〇
〇
両
、
全
体
の
六
四
％
を
占
め
て
い
る
が
、「
家
督
控
」

第Ⅳ表 貸付金総額と海保半兵衛への貸付金の割合

「家質貸」

取組人数 取組件数 貸付金総額 うち海保半兵衛分 比 率

人 件 両 両 ％

宝暦６年秋 14 16 10,890 6,000 55.1

宝暦８年秋 14 28 29,070 21,900 75.3

宝暦10年 15 29 25,610 21,900 85.5

明和元年春 28 37 31,320 15,200 48.5

明和３年春 28 36 34,370 15,200 44.2

「准后様貸付」

取組人数 取組件数 貸付金総額 うち海保半兵衛分 比 率

人 件 両 両 ％

宝暦６年秋 18 31 40,500 30,000 74.1

宝暦８年秋 18 28 29,850 13,400 44.9

宝暦10年 13 21 22,980 10,800 47.0

明和元年春 不明 不明 17,900 900 5.0

明和３年春 18 19 14,450 900 6.2

注) 紙背文書より復原の江戸両替店「勘定目録」および「家督控」より作成。
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の
中
で
も
「
御
貸
附
」
が
一
万

〇
〇
両
（
四
七
％
）、「
家
質
」
は
海

保
半
兵
衛
名
義
が
一
万
七
九
〇
〇
両
、
子
息
孫
市
名
義
が
一

〇
〇
両

（
父
子
を
合
計
す
る
と
七
七
％
）
と
い
う
額
を
示
し
て
い
る
。

第
Ⅳ
表
に
よ
っ
て
宝
暦
六
年
か
ら
明
和
三
年
に
か
け
て
の
「
家
質

貸
」、「
准
后
様
貸
付
」
の
貸
付
金
額
と
、
そ
の
う
ち
の
海
保
半
兵
衛
へ

の
貸
付
額
を
み
る
と
、
宝
暦
一
〇
年
ま
で
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
こ
の
間
の
貸
付
金
総
額
を
見
比
べ
る
と
家
質
貸
と
准
后
様

貸
付
の
重
点
の
置
き
方
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

海
保
半
兵
衛
へ
の
家
質
貸
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
資
が
江
戸
両
替
店

だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
宝
暦

年
秋
の
「
勘
定
目
録
」
の
負
債
項
目

で
あ
る
「
預
り
方
」
に
、
京
都
両
替
店
か
ら
年
五
分
の
利
子
で
引
当
と

な
っ
て
い
る
。
宝
暦
六
年
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く

宝
暦
六
年
あ
た
り
か
ら
貸
付
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

宝
暦
一
〇
年
二
月
六
日
の
大
火
で
海
保
半
兵
衛
父
子
の
も
つ
担
保
物

件
一
六
軒
の
う
ち
九
軒
が
類
焼
し
て
い
る
。
海
保
半
兵
衛
は
元
禄
三
年

の
御
為
替
御
用
発
端
時
よ
り
寛
保
三
年
ま
で
御
為
替
御
用
達
と
し
て
の

名
前
を
「
御
用
留
抜
書９

）
」
や
「
武
鑑
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
両

替
屋
で
あ
っ
た
が
、
元
文
元
年
に
は
御
為
替
御
用
多
ニ
付
営
業
除

（『
両
替
年
代
記
』）
と
本
両
替
業
務
は
休
業
し
て
い
る
が
、
安
永
年
間

板
「
江
戸
自
慢
あ
き
ん
ど
の
大
全10

）
」
の
中
に
「
両
替
町
両
替
店
海
保
半

兵
衛
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
安
永
四
年
、
同
七
年
に
は
海
保
の
家
屋
敷

が
三
井
江
戸
両
替
店
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
、
仙
台
藩
の
蔵
元
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
没
落11

）
し
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
本
両
替
町
在
住
海
保
孫
市
名
義
の
本
石
町
壱
丁
目
の
土
地
が
、

文
化
十
一
年
に
他
人
に
移
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

１
）

三
井
の
上
級
手
代
の
場
合
な
ど
は
、
別
家
と
し
て
独
立
に
成

功
し
た
家
は
「
家
督
」
と
呼
ば
れ
、
一
つ
の
組
織
と
し
て
存
在

す
る
。

２
）

大
坂
両
替
店
の
延
為
替
貸
付
の
場
合
で
は
、
町
役
人
や
同
業

者
へ
の
問
い
合
せ
や
調
査
を
し
て
、
相
手
の
身
上
柄
、
家
屋
敷

な
ど
の
不
動
産
担
保
の
有
無
や
建
物
、
普
請
の
状
態
、
経
営
者

の
人
柄
、
力
量
な
ど
の
審
査
を
行
な
っ
た
上
で
、
取
組
み
の
可

否
を
決
定
す
る
（『
三
井
事
業
史
』
本
篇
Ⅰ
第
四
章
、
第
二
節

参
照
）。「
家
督
控
」
の
「
覚
」
に
も
住
所
氏
名
、
職
業
の
他
に

身
上
向
、
担
保
物
件
と
そ
の
相
場
が
書
か
れ
て
い
て
貸
付
相
手

先
の
調
査
方
法
は
、
大
坂
両
替
店
と
同
様
で
あ
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

３
）

足
立
政
男
『
老
舗
の
家
訓
と
家
業
経
営
』（
広
池
学
園
事
業

部

昭
和
四
九
年
）
第
三
章
「
那
波
家
の
江
戸
店
経
営
と
そ
の

没
落
」
に
江
戸
の
両
替
店
と
米
店
の
経
営
が
表
裏
一
体
で
あ
っ

て
、
寛
保
元
年
の
「
店
勘
定
目
録
」
に
「
江
戸
両
店
」
と
署
名

さ
れ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
丁
の
米
店
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
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４
）

今
井
典
子
「
大
元
方
『
家
有
帳
』」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第

号

一
九
七
四
年
）
参
照
。

５
）

足
立
政
男
前
掲
書
。

６
）
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
一
巻
第
二
節
三
〇
五
〜
三
〇
六
ペ

ー
ジ
に
か
け
て
江
戸
両
替
店
の
貸
付
に
つ
い
て
宝
暦
五
年
の
デ

ー
タ
に
基
き
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宝
暦
六
年
の
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
「
准
后
様
貸
付
」
金
総
額
も
四
万
五
〇
〇
〇
両

で
は
な
く
四
万
五
〇
〇
両
で
あ
っ
て
、
貸
付
率
も
預
り
金
の
一

三
・
五
倍
で
あ
る
こ
と
を
訂
正
し
て
お
く
。

７
）

賀
川
隆
行
「
三
井
両
替
店
の
御
為
替
銀
裁
許
と
家
屋
敷
」

（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
四
号

一
九

〇
年
）
参
照
。

８
）

も
っ
と
も
明
和
元
年
に
は
「
殿
」
も
取
れ
、
二
件
の
物
件
の

う
ち
一
件
の
利
子
は
月
一
分
に
な
っ
て
い
る
。
三
井
正
蔵
が

池
（
中
村
）
安
右
衛
門
家
に
入
っ
た
の
は
、
江
戸
向
店
の
得
意

先
で
あ
っ
た
先
方
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
る
が
、
三
井
家
大
元

方
は
二
三
歳
の
正
蔵
を
、
一
旦
宿
持
手
代
で
あ
る
江
戸
本
店
元

〆
脇
田
藤
右
衛
門
の
養
子
と
し
て
、
三
井
家
と
縁
を
切
っ
て
か

ら

池
家
に
出
し
た
（〔
正
蔵
殿

池
安
右
衛
門
方
へ
縁
談
書

類
〕
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
五
七
五
｜
六
）。
明
和
四
年

（
一
七
六
七
）
に

池
家
と
離
縁
し
て
脇
田
家
に
戻
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
脇
田
宗
左
衛
門
、
次
い
で
惣
十
郎
と
名
乗
り
、
大
坂

本
店
へ
出
勤
、
明
和
七
年
京
本
店
元
〆
の
小
畠
久
兵
衛
の
名
跡

を
継
い
だ
。
安
永

年
九
月
没
し
て
い
る
。

９
）
『
三
井
事
業
史
』
史
料
篇
一
（
史
料
34
）。

10
）
『
日
本
橋
区
史
』
第
三
冊
第
二
節
「
江
戸
時
代
の
商
業
」（
東

京
市
日
本
橋
区
役
所

大
正
五
年
）。

11
）

賀
川
隆
行
「
三
井
両
替
店
の
御
為
替
銀
裁
許
と
家
屋
敷
」

（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
四
号

一
九

〇
年
）
お
よ
び
「
三

井
両
替
店
と
仙
台
藩
」（
同

第
二
二
号

一
九

年
）
注

（
21
）
参
照
。

12
）
「
本
町
一
丁
目
二
丁
目
地
所
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵

Ｃ
二
一

一
｜
二
四
二
）。

（
樋
口
知
子
）
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凡

例

一
、
字
体
は
原
則
と
し
て
通
用
の
字
体
を
用
い
た
。

一
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
助
詞
の
者
、
江
、
而

は
漢
字
の
ま
ま
小
さ
く
し
て
用
い
た
。
ま
た
ゟ
（
よ
り
）
〆

（
し
て
）
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
に
句
点
を
い
れ
た
。

一
、
抹
消
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
け
た
。

一
、
朱
書
は
「

」
で
括
り
、
右
肩
に
（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。

一
、
見
出
し
項
目
の
変
り
目
に
（
改
丁
）
と
印
を
つ
け
た
。

一
、
史
料
中
の
符
帳
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
二
三
四
五
六
七

九
十
百
千
貫
匁
分

イ
セ
マ
ツ
サ
カ
ヱ
チ
ウ
シ
舟
仙
〆
ゝ
入

野
見
江
佐
留
所
於
戒
敬
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（
表
紙
）

「
家

督

控
」

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
一
七
四
一
）

覚

堀
留
町
壱
丁
目
家
持

蝋
問
屋

雑
石
商
売

小
嶋

郎
兵
衛

一
堀
留
町
壱
丁
目

表
京
間
五
間
、

裏
行
町
並
拾
弐
間

代
金
七
百
）

ヱ
舟
両
程

一
同
所
抱
屋
鋪
壱
ケ
所
右
同
断

但
家
屋
敷
外
ニ
も
有
之
候
や
、
其
儀
者
相
知
レ
不
申
候
、
存
候
分

右
之
通
也

右

郎
兵
衛
蝋
問
屋

雑
石
類
手
広
ク
商
内
致
、
所
持
之
屋
鋪
ニ
住

居
被
申
候

小
網
町
壱
丁
目

蝋
問
屋
米
干
鰯
商
売

関
口
庄
右
衛
門

一
中
橋
上

町

表
京
間
五
間
、

裏
行
町
並
弐
十
間

代
金
五
百
）

サ
舟
両
程

但
此
外
ニ
も
所
持
屋
敷
有
之
候
や
相
知
レ
不
申
候
、
存
候
分
右
之

通
也

右
庄
右
衛
門
小
網
町
壱
丁
目
借
宅
ニ
而
蝋
問
屋

干
鰯
米
商
売
近
年

手
広
ク
取
引
被
致
候

丁
堀
松
屋
丁
家
持

屋
根
屋
鉄
五
郎

一
北

町
堀
松
屋
町

表
京
間
五
間
、

裏
行
弐
拾
間

代
金
百
五
十
）

舟
サ
シ
両
程

一
桶
町
弐
町
目

表
京
間
五
間

裏
行
弐
拾
間

代
金
三
百
）

見
舟
両
程

但
右
之
外
所
持
屋
敷
有
之
候
や
相
知
レ
不
申
候

右
鉄
五
郎
屋
根
屋
棟

ニ
而
御
屋
鋪
方
へ
御
出
入
致
、
身
上
宜
鋪
相

見
得
申
候
、
則
松
屋
町
に
住
居
罷
在
候

小
網
町
壱
丁
目
横
町

米
雑
石
問
屋

伊
勢
屋
六
右
衛
門

一
小
網
町
壱
丁
目
横
町

表
京
間
六
間
、

裏
行
拾
七
間
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代
金
一
千
五
百
）

仙
サ
舟
両
程

右
六
右
衛
門
米
雑
石
商
売
地
廻
り
問
屋
仕
、
当
時
手
広
ク
相
見
得
申

候
、
則
右
六
間
口
之
内
三
間
口
住
居
罷
在
候

小
網
町
三
丁
目
家
持

米
商
売

兵
庫
屋
吉
郎
兵
衛

一
小
網
町
三
丁
目

表
京
間

間
、

裏
行
弐
拾
間

代
金
二
千
四
百
）

野
仙
ツ
舟
両
程

但
此
外
所
持
屋
鋪
も
有
之
よ
し
致
伝
承
候

右
吉
郎
兵
衛
儀
兵
庫
屋
弥
兵
衛
弟
ニ
而
先
弥
兵
衛
存
命
之
内
身
上
分

ケ
被
申
、
当
弥
兵
衛
、
吉
郎
兵
衛
両
家
ニ
罷
成
申
候
、
只
今
御
屋
鋪

方
致
御
出
入
、
津
軽
様
御
蔵
本
致
候
由
、
当
時
手
広
ク
相
見
得
申
候
、

則
右

間
口
之
内
五
間
口
住
居
罷
在
候

本
舟
町
家
持

米
問
屋

内

田

又

三

郎

一
本
舟
町

表
京
間
五
間
口
、

裏
行
弐
拾
間

代
金
一
千
五
百
）

仙
サ
舟
両
程

但
此
外
に
も
所
持
屋
敷
有
之
候
や
相
知
レ
不
申
候

右
又
三
郎
親
市
左
衛
門
代
ニ
問
屋
指
支
申
候
へ
共
、
当
又
三
郎
ニ
相

成
身
上
小
躰
ニ
致
、
後
見
七
兵
衛
と
申
手
代
至
極
忠
勤
之
者
ニ
而
当

時
丈
夫
ニ
相
成
、
身
上
向
慥
ニ
相
見
得
申
候
、
則
右
五
間
口
ニ
住
居

致
罷
在
候

小
網
町
三
丁
目
家
持

油
干
鰯
商
売

浜
名
屋
多
右
衛
門

一
小
網
町
三
丁
目

表
六
間
口
、
裏
行
拾
七
間

代
金
一
千

百
）

仙
チ
舟
両
程

右
多
右
衛
門
儀
油
干
鰯
商
売
手
広
ク
致
、
右
六
間
口
住
居
致
候

日
本
橋
西
河
岸
町
家
持

木
商
売天

満
屋
助
右
衛
門

一
西
河
岸
町

表
四
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金

百
両
程

右
助
右
衛
門
儀

木
商
売
手
広
ク
致
、
則
右
屋
鋪
に
住
居
致
候

南
茅
場
町
家
持

酒
問
屋

道

明

作

兵

衛
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一
南
茅
場
町

表
拾
五
間
、
裏
行
弐
十
間

代
金
一
千

百
）

仙
チ
舟
両
程

但
当
時
此
屋
鋪
（
一
千
五
百
）

イ
仙
サ
舟
両
之
家
質
ニ
取
置

一
南
新
堀
町
壱
丁
目

表
五
間
口

裏
行
弐
拾
間

代
金
千
両
程

右
作
兵
衛
儀
酒
問
屋
ニ
而
居
宅
南
茅
場
町
屋
鋪
之
内
五
間
口
住
居
罷

在
候

小
舟
丁
壱
丁
目
家
持

塩
肴
問
屋

村

田

次

兵

衛

小
舟
丁
壱
丁
目

表
三
間
三
尺
九
寸
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
千
両
程

同
所

表
四
間
六
尺
四
寸
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
千
三
百
両

但
屋
敷
居
宅
也

右
次
兵
衛
儀
塩
肴
干
物
類
商
売
致
、
江
戸
一
番
之
問
屋
ニ
而
罷
在
、

引
請
随
分
手
広
ク
商
内
い
た
し
、
抱
屋
鋪
抔
も
数
十
ケ
所
有
之
由
承

候
得
共
、
委
ク
ハ
相
知
レ
不
申
候

本
銀
町
四
丁
目

米
商
売

伊
勢
屋
吉
左
衛
門

一
本
銀
町
四
町
目

表
五
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
四
百
）

ツ
舟
両
程

但
此
屋
敷
居
宅
也

一
同
町

表
拾
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金

百
）

チ
舟
両
程

一
竹
川
町

表
六
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
三
百
両
程

右
吉
左
衛
門
儀
米
商
売
い
た
し
、
所
々
御
屋
鋪
方
へ
致
御
出
入
、
別

而
近
年
手
広
ク
商
内
仕
丈
夫
ニ
見
得
申
候通

四
丁
目

さ
ら
し
蝋
小
間
も
の
商
売

駿
河
屋
喜
平
次

一
通
四
町
目

表
弐
拾
間

裏
行
弐
拾
間

此
内
十
間
口
居
宅
也

右
喜
平
次
儀
さ
ら
し
蝋

小
間
物
商
売
手
広
ク
い
た
し
、
蝋
商
売
は

江
戸
壱
弐
番
之
見
世
ニ
而
有
之
候
、
尤
右
喜
平
次
店
は
京
都
池
田
屋

長
兵
衛
出
店
ニ
而
候

室
町
三
丁
目
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両
替
見
世
紙
商
売

竹
原
文
右
衛
門

一
室
町
三
丁
目
西
側
北
角

表
拾
間

裏
行
弐
拾
間
、
此
内
角
五
間
口
は
紙
見
世
、
残
五
間
口
両
替
見
世

但
此
屋
鋪
地
主
は
京
都
住
居
之
由

家
守
相
勤
罷
在
候

一
駿
河
町
北
側
手
前
西
隣
ニ
而
、
表
六
間
半
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
一
千
三
百
）

イ
仙
見
舟
両
程

一
同
所
南
側
向
店
隣
ニ
而
、
表
口
五
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
一
千
）

仙
両
程

一
室
町
壱
丁
目

表
五
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
千
三
百
五
十
）

仙
見
舟
サ
シ
両
程

一
新
両
替
屋
町
西
側
角

表
口
拾
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
二
千
）

野
仙
両
程

右
文
右
衛
門
儀
右
之
通
所
持
屋
敷
有
之
、
両
替
紙
商
売
仕
候

大
伝
馬
塩
町

米
雑
石
商
売

伊
勢
屋
権
兵
衛

一
大
伝
馬
塩
町

表
五
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
四
百
）

ツ
舟
両
程

但
居
宅
屋
敷
也

右
権
兵
衛
儀
米
雑
石
商
売
致
、
所
々
御
旗
本
様
方
へ
致
出
入
、
商
売

体
繁
昌
ニ
相
見
得
申
候

本
丁
三
丁
目
家
持

薬
種
商
売日

野
屋
長
左
衛
門

一
本
町
三
丁
目

表
口
五
間
、
裏
行
弐
拾
間
、
此
内
弐
間
半
ハ
居
宅
也

代
金
千
七
百
）

仙
所
舟
両
程

右
長
左
衛
門
儀
薬
種
商
売
随
分
手
広
ク
商
内
致
、
至
極
丈
夫
に
相
見

得
申
候

堀
留
町
壱
丁
目

さ
ら
し
蝋
商
売

駿

河

屋

源

七

右
源
七
儀
所
持
屋
鋪
は
無
御
座
候
得
共
、
駿
河
屋
喜
平
次
手
代
ニ
而

商
売
手
広
ク
商
内
致
、
別
而
近
年
勝
手
宜
鋪
相
見
得
、
第
一
生
得
実

心
成
仁
ニ
候
、
当
時
素
か
し
（
五
百
）

佐
舟
両
用
立
置
候
、
尤
請
人
は
す
る
か

屋
喜
平
次
印
形

支
配
人
加
判
致
さ
せ
候駿

河
町

綿

屋

作
兵
衛
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一
駿
河
町
北
側

表
京
間
六
間
口
、
裏
行
廿
間

代
金
一
千
二
百
）

仙
野
舟
両
程

右
作
兵
衛
店
之
儀
者

那
波
九

マ
マ
）

郎
右
衛
門
殿
店
之
由
、
近
年
伊
勢
丁
米

店
出
し
、
名
前
ハ
手
代
名
前
ニ
而
南
部
蔵
元
被
致
候
由
、
当
時
悪
敷

様
子
ニ
も
相
見
得
不
申
候

吉
田
勘
右
衛
門

一
大
鋸
町

表
京
間
六
間
口
、
裏
行
弐
拾
間
、

代
金
六
百
）

カ
舟
両
程

右
勘
右
衛
門
儀
少
々
御
用
相
達
居
被
申
候
、
格
別
身
上
宜
敷
仁
ニ
而

も
無
之
候

磯

田

伊

兵

衛

一
本
石
町
弐
丁
目
北
側
東
角

表
京
間
拾
間
口
、

裏
行
通
町
折
廻
し
弐
拾
間

代
金
三
千
五
百
）

身
仙
サ
舟
両
程

一
新
右
衛
門
町
中
通
角

表
京
間
拾
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
二
千
）

野
仙
両
程

右
伊
兵
衛
儀
無
商
売
ニ
候
得
共
、
身
上
向
宜
相
見
得
申
候
、
右
新
右
衛

門
町
屋
敷
之
内
住
居
被
致
候

兵
庫
屋
弥
兵
衛

一
小
網
町
壱
丁
目

表
京
間
拾
間
口
、
裏
行
町
並
河
岸
附

代
金
二
千
五
百
）

野
仙
サ
舟
両
程

一
同
三
町
目

表
田
舎
間
四
間
口
、
裏
行
町
並
河
岸
附

代
金
一
千
二
百
）

仙
野
舟
両
程

一
同
三
町
目

表
田
舎
間
五
間
三
寸
、
裏
行
丁
並
河
岸
附

代
金
一
千
五
百
）

イ
仙
サ
舟
両
程

一
田
所
町

表
京
間
九
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
二
千
）

仙
両
程

一
深
川
小
川
町

表
京
間
拾
弐
間
、
裏
行
十
四
間
余

代
金
三
百
）

身
舟
両
程

一
同
佐
賀
町

五
間
、
裏
行
弐
拾
五
間

代
金
五
百
）

サ
舟
両
程

一
同
佐
賀
町

五
間
、
裏
行
廿
五
間

代
金
五
百
）

佐
舟
両
程

一
同
小
松
町

表
田
舎
間
拾
間
、
裏
行
廿
間

代
金
二
百
）

野
舟
両
程

右
弥
兵
衛
儀
先
弥
兵
衛
代
ゟ
万
端
取
ち
ゞ
め
、
身
上
向
堅
ク
物
事
小

躰
ニ
被
致
丈
夫
相
見
得
申
候
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伊
勢
屋
三
郎
兵
衛

一
大
伝
馬
塩
町
南
側
東
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

但
手
前
隣
屋
敷
也

代
金
三
百
）

見
舟
両

一
本
銀
町
四
丁
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
四
百
）

ツ
舟
両

右
三
郎
兵
衛
儀
米
商
売
ニ
而
身
上
宜
相
見
得
、
当
時
気
遣
成
様
子
ニ

ハ
相
見
得
不
申
候

蔵
田
七
郎
右
衛
門

一
西
岸
町

表
京
間
六
間
口
、
裏
行
弐
拾
間
河
岸
附

代
金
一
千
二
）

仙
野

マ
マ
）

両
程

一
佐
内
町

表
京
間
拾
一
間
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
一
千
）

仙
両
程

一
同
町

表
京
間
拾
一
間
半
、
裏
行
廿
間

代
金
一
千
）

仙
両
程

右
七
郎
右
衛
門
儀
無
商
売
ニ
而
細
川
様
御
屋
敷
数
年
来
御
出
入
致
、

余
程
細
川
様
へ
調
達
も
有
之
、
御
扶
持
等
も
被
下
候
由
、
右
之
外
ニ

も
抱
屋
敷
少
々
有
之
候
由
ニ
候
得
共
、
委
細
者

相
知
レ
不
申
候

油
屋
四
郎
兵
衛

一
新
材
木
丁

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
廿
間

代
金
七
百
五
十
）

ヱ
舟
サ
敬
両
程

右
四
郎
兵
衛
儀
、
味
噌
醬
油
之
類
問
屋
商
売
ニ
而
手
広
相
見
得
申
候
、

則
右
地
面
ニ
住
居
罷
有
候

中

屋

伊

助

一
堺
町
北
側

表
京
間
三
間
半
、
裏
行
弐
拾
間

代
金
七
百
）

ヱ
舟
両
程

右
伊
助
無
商
売
ニ
而
右
地
面
住
居
申
候

狩

谷

藤

次

一
神
田
多
町
東
側
北
角

表
京
間
七
間
、
裏
行
廿
間

代
金
一
千
）

イ
仙
両
程

右
藤
次
儀
御
旗
本
衆
仕
送
り
抔
致
申
候
、
格
別
宜
身
上
ニ
而
も
無
之

候

藤
白
屋
吉
左
衛
門

一
五
郎
兵
衛
町
北
側
河
岸
通
角

表
京
間
弐
間
半

裏
行
弐
拾
間

代
金
一
千
五
百
）

イ
仙
サ
舟
両
程
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一
同
町
南
側
河
岸
通
角

表
京
間
六
間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金
一
千

百
）

イ
仙
チ
舟
両
程

一
同
丁
中
屋
敷

表
京
間
九
間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金
一
千
四
百
）

仙
ツ
舟
両
程

一
同
丁
中
屋
敷

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金

百
）

チ
舟
両
程

一
京
橋
畳
町

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金
四
百
）

ツ
舟
両
程

一
同
所
竹
町

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金
四
百
）

ツ
舟
両
程

一
呉
服
町
南
側
河
岸
通
角

表
京
間

間
口
、
裏
行
弐
十
間

代
金
二
千
）

野
仙
両
程

一
桜
田
多
左
衛
門
町

表
京
間
六
間
、
裏
行
拾
弐
三
間
程

代
金
二
百
）

野
舟
両
程

右
吉
左
衛
門
儀
酒
質
商
売
ニ
而
御
屋
敷
仕
送
り
抔
致
、
身
上
丈
夫
成
仁

ニ
御
座
候

改
丁
）

宝
暦
十
辰
年
三
月

当
時
取
組
左
之
通

御
貸
附

本
両
替
町

御
屋
敷
方
調
達

仙
台
蔵
元

海

保

半

兵

衛

一
北
鞘
町
南
側
三
軒
目

表
京
間
拾
九
間
口
、
裏
行
川
岸
江
抜
、

券

古
金

百
両
、
井
筒
屋
源
太
郎
名
前

貸
金
弐
千
両

右

同

人

一
本
舟
町
横
町
西
角
ゟ
三
軒
目

表
京
間

間
口
、
裏
行
町
並
、
但
河

岸
附

券
金
五
千
三
百
五
拾
両

貸
金
四
千
両

朱
書
）

「
辰
二四〻

月
六
日
類
焼
」右

同

人

一
小
網
町
壱
丁
目
東
角
ゟ
四
軒
目

表
田
舎
間
六
間
口
、
裏
行
町
並

但
河
岸
附
蔵
地
添
、

券
金
千
両

同
町
東
角

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間
、

券
金
千
百

拾
両
、
井
筒
屋
元
太
郎
名
前

貸
金
弐
千

百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
大
鋸
町
西
木
戸
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
拾
六
間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間
、
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券
古
金
六
百
弐
拾
両
、
海
保
元
太
郎
名
前

本
材
木
町
弐
丁
目
北
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
町
並
河

岸
住
所
附

四
日
市
蔵
地
添
、

券
金
千
両

堀
留
町
弐
町
目
北
側
西
角
ゟ
七
軒
目

表
京
間
四
間
口
、
裏
行
西
ニ

而
拾
五
間
四
尺
東
ニ
而
拾
七
間
、

券
古
金
四
百
五
拾
両
、
井
筒
屋

孫
市
名
前

貸
金
弐
千
両

朱
書
）

「
堀
留
町
弐
丁
目
右
同
日
類
焼
」

左
之
四
ケ
所
家
屋
敷
外
ニ
本

庄
割
下
水
長
崎
町
ニ

間
口

家
屋
敷
有
之
候
、尤
米
問
屋

ニ
而

御
屋
敷
方
出
入
調
達

本
船
町

米
問
屋

内

田

又

三

郎

一
本
居
宅

船
町
之
内

軒
町
南
角
ゟ
三
軒
目

表
京
間
五
間
、
裏
行
町
並
、

券
金
千
七
百
両

貸
金
千
弐
百
両

朱
書
）

「
辰
二
月
六
日
類
焼
」

右

同

人

一
瀬
戸
物
町
北
側
西
木
戸
ゟ
三
軒
目

表
京
間

間
口
、
裏
行
町
並
、

券
金
千
六
百
両

貸
金
千
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
深
川
佐
賀
町
下
之
橋
西
側
北
角
ゟ
弐
軒
目

表
間
口
田
舎
間

間
壱

尺
五
寸
、
裏
幅

間
半
、
裏
行
弐
拾
三
間
三
尺
三
寸
、
河
岸
ニ
而
東

表

間
壱
尺
五
寸
、
裏
幅

間
五
寸
、
裏
行
九
間
半
、
建
蔵
十
三
戸

前
、

券
金
千
弐
百
両

貸
金
六
百
五
拾
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
深
川
清
住
町
代
地

表
田
舎
間
拾
四
間
弐
寸
三
分
、
裏
行
拾

間
五

尺
、

券
普
請
出
来
之
上
此
度
七
百
両
宛
候
積
之
由

貸
金
四
百
両

居
宅
豊
嶋
町
弐
丁
目
五
間
、

口
左
之
馬
喰
町
三
丁
目

弐
ケ
所
所
持
致
候
、対
州
屋
敷

へ
出
入
致
、損
金
有
之
候
外
御

屋
敷
へ
も
出
入
調
達
致
候

豊
嶋
町
弐
丁
目

質
古
着

日

野

屋

新

平

一
馬
喰
町
三
丁
目
南
側
西
角
ゟ
三
軒
目

表
京
間
四
間
口
、
裏
行
廿
弐

間
六
尺
五
寸

同
町
同
側
同
角
ゟ
四
軒
目

表
京
間
弐
間
口
、
裏
行
弐
拾
弐
間
四
尺

四
寸
、

券
金
六
百
両

貸
金
四
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

抱
屋
敷
左
之
黒
門
町
共

弐
ケ
所
所
持
有
之
候
、見

世
商
売
計
ニ
而

御
屋
敷

方
調
達
相
止
メ
罷
有
候

鎌
倉
横
町

銭
酒
醬
油

辻

久

次

郎
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一
神
田
黒
門
町
西
側
南
ゟ
四
軒
目

表
田
舎
間
四
間
四
尺
五
寸
、
裏
行

南
方
拾
九
間
三
尺
九
寸
、
北
方
拾
九
間
弐
尺
九
寸
、

券
金
百
五
拾

両

貸
金
百
三
拾
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
鎌
倉
横
町
北
側
代
地
東
角

表
田
舎
間
拾
弐
間
三
尺
四
寸
、
裏
行
拾

弐
間
弐
尺
四
寸
、

券
古
金
百
七
拾
両

貸
金
百
五
拾
両

朱
書
）

「
辰
二
月
六
日
類
焼
」

居
宅
借
地
左
之
抱
屋
敷
所
持

外
ニ
家
屋
敷
無
之
居
酒
小
質

ニ
而
小
商
人
也

神
田
紺
屋
町
弐
丁
目

質
銭
酒

岸

村

源

兵

衛

一
上

町
河
岸
ゟ
五
軒
目

表
京
間
三
間
弐
尺
弐
寸
、
裏
行
町
並
、

券
金
百
五
拾
両
妙
栄
名
前

貸
金
百
五
拾
両

左
之

丁
堀
弐
丁
目
家
屋
敷

所
持
御
屋
敷
方
へ
肴
入
ル

本
材
木
町
新
肴
場

魚
屋

和
泉
屋
甚
左
衛
門

一
本

丁
堀
弐
丁
目
西
角

表
田
舎
間
六
間
半
、
裏
行
町
並
、
但
海
岸

附
、

券
金
四
百
九
拾
両

貸
金
弐
百
両

勢
州
出
店
ニ
而

、九
兵
衛
折
々

出
府
致
抱
屋
敷
書
面
之
壱
ケ

所
、外
ニ
四
間
六
寸
口
壱
ケ

所
有
之
、外
ニ
た
ば
こ
之
出

店
有
之
、尤
た
は
こ
問
屋
也

堀
留
町
弐
丁
目

た
は
こ
問
屋

乾

九

兵

衛

一
堀
留
町
弐
丁
目
北
側

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間
、

券

金
九
百
両

貸
金

百
五
拾
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

身
体
丈
夫
ニ
有
之
候
、
出
店

所
々
ニ
有
之
、
抱
屋
敷
も
所

々
ニ
有
之
商
手
広
ク
相
見
ル

小
舟
町
三
丁
目

ほ
し
か
問
屋

村

田

治

兵

衛

一
本
小
田
原
町
壱
丁
目
東
南
角

表
京
間
拾
三
間
、
裏
行
弐
拾
間
、

券
金
千
七
百
両

貸
金
弐
千
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

居
宅
共
三
ケ
所
家
屋
敷
有
之

御
屋
敷
方
御
扶
持
方
入
、其
外

仲
間
商

芝
口
壱
丁
目

米
商
売

河
内
屋
作
兵
衛

一
桜
田
鍛
冶
町
御
堀
通
り
東
角
ゟ
弐
軒
目

表
田
舎
間

間
半
口
、
裏

行
町
並
拾
四
間
半
、

券
古
金
三
百
五
拾
両

貸
金
弐
百
五
拾
両

抱
屋
敷
五
六
ケ
所
有
之

尤
酒
問
屋
也

呉
服
町
壱
丁
目

酒
問
屋

池
安
右
衛
門

一
き
ち
所
持
霊
岸
嶋
銀
町
弐
町
目
西
角
河
岸
附

表
京
間
九
間
口
、
裏
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行
拾
六
間
、
裏
幅
九
間
壱
寸
、
裏
ニ
蔵
弐
棟
六
戸
前
、

券
金
弐
千

五
拾
両

呉
服
町
壱
丁
目
南
側

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
廿
間
、

券
金
六
百

五
拾
両貸

金
千
百
両

所
持
居
宅
計
、御
屋
敷
江

御
扶
持
方

入
ル

湯
嶋
壱
丁
目

米
商
売

高
橋
孫
左
衛
門

一
湯
嶋
壱
丁
目
西
側

表
京
間
五
間
口
、
東
裏
行
弐
拾
間
、
西
裏
行
弐

拾
弐
間
、

券
金
百

拾
五
両

同
所
続

表
京
間
五
間
口
、
東
裏
行
廿
弐
間
、
西
裏
行
廿
一
間
五
尺
、

券
金
百

拾
五
両
、
高
橋
孫
十
郎
名
前

貸
金
三
百
両

神
田
雉
子
町

無
商
売

金
貸

相
模
屋
善
四
郎

一
神
田
松
下
町
立
跡
新
革
屋
町
代
地
新
道
北
角

表
田
舎
間
七
間
弐
尺

五
寸
四
分
、
裏
行
拾
七
間
四
尺

寸
五
分
、
妙
連
名
前
、

券
古
金

三
百
五
拾
両

貸
金
四
百
両

書
面
之
五
ケ
所
所
持
、
尤

酒
問
屋
也

呉
服
町
弐
丁
目

酒
問
屋

池

久

兵

衛

一
通
四
丁
目
西
側
新
道
北
角

表
京
間
七
間
五
尺
弐
寸
五
分
口
、
裏
行

町
並
弐
拾
間
、

券
金
千
六
百
両

貸
金
千
両

右

同

人

一
呉
服
町
弐
丁
目
北
側
東
木
戸
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
町

並
弐
拾
間
、

券
金

百
五
拾
両

南
鍛
冶
町
壱
丁
目
南
側
河
岸
通
ゟ
弐
軒
目

表
田
舎
間
五
間
口
、
裏

行
町
並
弐
拾
間
、

券
金
六
百
両

京
橋
柳
町
南
側
東
木
戸
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
拾
弐
間

券
金
弐
百
三
拾
両

霊
岸
嶋
町
西
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
拾
壱
間
、
裏
行
南
方
廿
三
間
三

尺
、
北
方
廿
三
間
五
尺
弐
寸
河
岸
附
、

券
金

百
六
拾
四
両

貸
金
弐
千
両

改
丁
）

家

質

書
面
之
外
ニ
続
屋
敷
拾
壱

間
口
屋
敷
有
之
、不
残
細
川

江

借
有
之
、い
つ
れ
も
家
質

ニ
入
有
之
、当
時
不
廻
り
候

松
屋
町

細
川
出
入
調
達

蔵
田
七
郎
右
衛
門

三井江戸両替店「家督控」
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一
左
内
町
南
側
東
木
戸
際

表
京
間
拾
壱
間
、
裏
行
町
並
弐
拾
間

貸
金
五
百
両

神
田
紺
屋
町
弐
丁
目
代
地

書
面
之
地
面
計
ニ
而

小
医
也

医
者

熊

野

元

益

一
神
田
紺
屋
町
弐
丁
目
代
地
南
側
西
角
ゟ
弐
軒
目

表
田
舎
間
四
間
半

口
、
裏
行
同
弐
拾
壱
間
壱
尺

寸

貸
金
百
両

朱
書
）

「
辰
二
月
六
日
類
焼
」

本
両
替
町

海

保

半

兵

衛

一
小
船
町
三
丁
目
南
角

表
京
間

間
壱
尺
壱
寸
口
、
裏
行
町
並
弐
拾

間
新
道
附
、
三
方
屋
敷

但
あ
ら
め
橋
際
河
岸
附
あ
ら
め
蔵
添

貸
金
三
千
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

海

保

半

兵

衛

一
小
船
町
三
丁
目
南
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
四
間
六
尺
四
寸
口
、
裏
行

町
並
弐
拾
間
、
両
面
屋
敷

但
表
河
岸
附

貸
金
千
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
小
船
町
三
丁
目
南
角
ゟ
三
軒
目

表
京
間

間
弐
尺
壱
寸
、
裏
行
町

並
弐
拾
間
、
両
面
屋
敷
、
但
表
河
岸
附

貸
金
千
九
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

御
屋
敷
方
出
入
近
年
不
廻
り

新
材
木
町

材
木
屋

中
村
三
右
衛
門

一
新
材
木
町
北
角
ゟ
拾
壱
間
目

表
京
間
拾
間
、
裏
行
町
並
新
道
附
、

両
面
屋
敷
、
尤
河
岸
附

貸
金
千
三
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

御
屋
敷
方
出
入
、
居
宅
借
地

須
田
町
一
ケ
所
所
持

堀
留
町
弐
丁
目

米
屋

伊

勢

屋

長

七

一
神
田
須
田
町
弐
丁
目
東
側
北
角
ゟ
六
軒
目

表
京
間
七
間
、
裏
行
弐

拾
間

貸
金
五
百
両

米
商
売
ひ
つ
そ
く
致
罷
有
候

須
田
町
弐
丁
目

無
商
売

伊

勢

屋

万

助

一
須
田
丁
弐
丁
目
西
側
北
角
ゟ
七
軒
目

表
京
間
弐
間
半
、
同

軒
目

表
京
間
弐
間
半
合
五
間
口
、
裏
行
拾
七
間
五
尺

貸
金
弐
百
五
拾
両
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海

保

半

兵

衛

一
高
砂
町
北
側
西
角
三
方
屋
敷

表
京
間
九
間
三
尺
七
寸
、
裏
行
町
並

弐
拾
間貸

金

百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

海

保

半

兵

衛

一
高
砂
町
北
側
西
角
ゟ
五
軒
目

表
京
間

間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間
、

両
面
屋
鋪

貸
金
六
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
室
町
壱
丁
目
西
側
北
角

表
京
間
拾
間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間

貸
金
弐
千
五
百
両

右

同

人

一
甚
左
衛
門
町
北
側
南
角

表
田
舎
間
七
間
口
、
裏
行
町
並
弐
拾
間

但
河
岸
附

貸
金
千
五
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
神
田
三
河
町
壱
丁
目
西
側
南
三
方
角
屋
敷

表
京
間
拾
弐
間
半
、
裏

行
河
岸
田
舎
間
拾
七
間
半
西
新
道
折
廻
し
、
表
拾
壱
間
四
尺
五
寸

貸
金
弐
千
五
百
両

右

同

人

一
神
田
多
町
弐
丁
目
東
側
北
角

表
京
間
拾
弐
間
半
口
、
裏
行
町
並
弐

拾
間

貸
金
弐
千
三
百
両

半
兵
衛
子
息

海

保

孫

市

一
本
石
町
壱
丁
目
南
側
西
角

表
京
間
九
間
口
、
裏
幅
三
間
、
裏
行
拾

五
間

貸
金
千
五
百
両

海

保

孫

市

一
本
石
町
壱
丁
目
河
岸
通
り
弐
軒
目

表
京
間
五
間
、
裏
幅
五
間
、
裏

行
五
間貸

金
三
百
両

海

保

半

兵

衛

一
通
り
油
町
北
側
東
角
ゟ
三
軒
目

表
田
舎
間
七
間
半
、
裏
行
町
並
弐

拾
間

貸
金
千
両

三井江戸両替店「家督控」
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外
ニ
抱
屋
敷
無
之
候

堺
町

蕎
麦
切
屋

福

山

三

之

助

一
堺
町
北
側
東
木
戸
際

表
田
舎
間
三
間
、
裏
行
弐
拾
間

貸
金
三
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

海

保

半

兵

衛

一
室
町
三
丁
目
東
側
横
町
南
角

表
京
間
五
間
半
口
、
裏
行
町
並
弐
拾

間
、
三
方
面

貸
金
千
六
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
瀬
戸
物
町
南
側
角
弐
方

表
京
間
七
間
口
、
裏
行
九
間
半

貸
金
七
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
小
田
原
町
弐
丁
目
北
側
東
木
戸
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
六
間
半
、
裏
行

町
並

貸
金
九
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

右

同

人

一
新
大
坂
町
北
側
西
角

表
京
間
九
間
壱
尺
五
寸
、
裏
行
町
並
弐
拾
間

貸
金
千
五
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

外
抱
屋
敷
有
之
、
御
屋
敷
出
入

浜
町
山
伏
井
戸

太
田
検
校
子
息

横

田

六

之

進

一
榑
柾
町
北
側
西
角

田
舎
間
九
間
、
裏
行
町
並
弐
拾
間
、
三
方
屋
鋪

貸
金

百
両

外
ニ
抱
屋
敷
無
之
後
家
ニ
而

暮
シ
方
こ
ぜ
い

坂
本
町
弐
丁
目

無
商
売

松

本

し

つ

代

喜

助

一
坂
本
町
弐
丁
目
西
側
南
角

表
田
舎
間
拾
三
間
壱
尺
三
寸

分
、
裏

行
拾
間

但
河
岸
附

貸
金
三
百
拾
両

近
年
仕
出
し
候
せ
り
呉
服
ニ
而

居
宅
借
地

本
石
町
弐
丁
目

せ
り
呉
服

商
売

菱

屋

九

兵

衛

一
浜
松
町
弐
丁
目
西
側
北
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
七
間
半
、
裏
行
町
並

弐
拾
間
、
両
面
屋
敷

貸
金

百
両

朱
書
）

「
辰
二
月
六
日
類
焼
」
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外
ニ
地
面
無
之
近
年
不
手
廻
り

深
川
北
町
（ママ）町

酒
醬
油

質

山
形
屋
清
兵
衛

一
北
川
町
南
東
角
ゟ
弐
軒
目

表
京
間
六
間
弐
尺
壱
寸
、
裏
幅
六
間
弐

尺
壱
寸
、
裏
行
拾
四
間
壱
尺
五
寸

貸
金
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

肥
前
芝
居
、市
村
芝
居
、其

外
四
五
ケ
所
地
面
所
持

堺
町

諸
色
貸
物

中
村
屋
新
兵
衛

一
堺
町
南
側
東
角

表
京
間
四
間
半
、
裏
行
町
並
弐
拾
間

貸
金
四
百
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」堺

町
名
主

大
塚
治
郎
兵
衛

一
堺
町
横
町
新
道
之
角
ゟ
北
江
弐
軒
目

表
京
間
五
間
口
、
裏
行
町
並

弐
拾
間貸

金
三
百
五
拾
両

朱
書
）

「
同
類
焼
」

御
屋
敷
方
出
入

馬
喰
町

無
商
売

富

田

善

三

郎

一
神
田
多
町
弐
丁
目
西
側
南
角

表
京
間
七
間
口
、
裏
行
弐
拾
間

貸
金
弐
百
両

三井江戸両替店「家督控」

179




